
1.総会･理事会等開催

(ア) 総会の開催

①定時総会の開催 日時：平成 28 年７月 9 日(土) 岸記念体育館

(イ) 理事会の開催

①第１回理事会 平成２８年６月１８日(土)岸記念体育会館

②第２回理事会 平成 28 年７月 9 日(土) 岸記念体育館

2.監査会の開催

①平成２7 年度 会計監査（東邦監査法人） 開催日程：平成 28 年 6 月８日(月)-7 日(火)  

開催場所：岸記念体育館ＪＣＡ事務局 

②平成２7 年度 監査会 日時：平成２8 年６月 15 日(水)  ＪＣＡ事務局 

3.上部団体委員会等への出席・対応

(ア) 公益財団法人 日本オリンピック委員会   事務局長会議  他

(イ) 公益財団法人 日本体育協会   事務局長会議  他

4.補助事業の申請・報告業務

日本スポーツ振興基金(JSC)

5.全国事務局長会議の開催

6.ホームページの更新 フェースブックの更新管理

7.協賛企業対応
 クラウドファンディング対応 (毎日クラウド JAL ネクストマイル)

8.競技者登録  登録証の発行

9.事務局業務の見直し
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１、 委員会の開催 

・月 1 回の定例 web 会議開催を基本とし、それ以外にも必要に応じ適宜開催。

・集合会議は２回開催。

（28 年度の事業計画等が承認される定時総会に合わせて開催し、28 年度の活動、事業実務の詳細につ

いて協議。又年度末前に 29 年度事業計画の詳細と進め方について協議。） 

２、 役員選考委員会の事後検証 

・27 年度開催の役員選考委員会の事後検証を行い、２年後の役員選考に向けての規定の改定及び抜本的

改革の検討。

３、 有料観戦大会での調査及び検証 

・28 年度軽井沢アイスパークで開催予定の「第 34 回日本選手権大会」において現地調査、検証を実施。 

主管協会、大会実行委員会及び事務局、執行部、関係委員会等との調整の調査、又当日の実施実態の調

査視察等を予定。 

今後日本選手権の有料観戦化（付加価値を含む）を継続して行く為に引き続き検証精査を実施し、マー

ケティング特別委員会及び理事会へ報告及び提言。

・冬季アジア大会（札幌）での有料観戦については JCA 主催ではないものの、委員長を派遣し現地検証、

視察を実施。 

４、 諸規定の改訂及び起案作業の実施 

・引き続き公益法人として内部統制の強化を図るため、既存規定の見直しや、新たな規定の起案、策定作

業を実施。

・今期は、「事務局関連規定」を主な検討項目とする。

・尚、見直し又は作成された規定等については、協会に係る全ての者が共通認識として共有し、規範意識

を高めるために協会 HP にアップする。

５、 登録証の発行 

・登録料の振込が確認された加盟協会から随時発行。

６、 その他 

・全国事務局長会議（JCA 主催）に委員長又は副委員長を派遣し、事務レベルでの提案等について検討、

改善等協力を行う。 

会議での意見や提案等については理事会へ報告する。 

・各専門委員会及び地方協会、大会会議等に、web 会議の積極的活用を引き続き提唱し、経費削減と、

効率的な利用の促進を図る。

・競技者登録に関して（名称、将来的値上げ等）検討事項を整理し、引き続き協議を行う。

・専門委員改選年度にあたり、JCA 共通名刺作成の案内。
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世界女子カーリング選手権がカナダで開催され、日本女子が史上初となる銀メダルとなる大活躍により、多く

のメデアに取り上げられ、普及のチャンスであります。今後も計画的・継続的なカーリングの普及と指導者の

養成を行ない、カーリング競技の普及と競技力の向上に努めます。 

１． 委員会の開催 

委員会の活性化とカーリング人口拡大のため集合委員会を年２回、ウエブ会議を多く取り入れる。 

事業予算を明確し、各協会に平等な情報を開示し普及を図る。 

・第１回指導普及委員会（主に事業計画の確認および具体的内容の検討）

日時：平成２8 年 7 月 10 日（日）

・第２回指導普及委員会（主に事業の進捗状況確認および次年度計画の検討）

日時：平成２8 年１２月

※指導普及委員会開催に先立って正副委員長会議を開催予定

２．公認カーリング指導員の養成 

（公財）日本体育協会の委託を受けて開催するが、今年度は指導員養成講習会上級指導員養成 

講習会を開催する。 

（1）公認カーリング上級指導員専門科目養成講習会

期日：前期２8 年 8 月２７日～２８日２日間

後期２8 年 10 月 8 日～１０日の３日間  

会場：前期 道立総合体育館 後期 どうぎんカーリングスタジアム  

対象：概ね４年以上カーリング経験者２０歳以上で現に活動している者。 

参加人数：２０名程度 

（2）上級カーリング公認指導員専門科目養成講習会

期日：２８年９月１７日～１９日日の３日間

会場：アドヴィックス常呂カーリングホール

対象：指導員取得３年以上、２2 歳以上で現に活動しているもの

参加人数：２０名

３．ＪＣＡカーリングスクールの開催と公認指導者の活用促進 

・カーリングの普及と指導力の向上を目指して指導員・上級指導員の協力を得て

１．DAP の補助金を利用しＪＣＡカーリングスクールを開催する。

２．全農様のスポンサー協力のもとに開催する。

開催地 埼玉県 上尾市 埼玉アイスアリーナ 

主催 東京カーリング協会 

受講対象者：未経験者及びレベルアップコースとする。 

６．未導入県へのカーリングの普及啓発 

カーリング競技の未導入県や未組織県に対し、カーリング情報の提供や普及啓発を図り、導入や組

織化を進めると共に、カーリングの胎動のある県に対しては、普及啓発の一環として公認カーリング

指導者を派遣しミニスクール等を開催する。 

７．（財）日本体育協会全国スポーツ指導者連絡会議への参加 

日本スポーツ界における現況を把握すると共にその一役を担うものとする。 

８．公認資格認定に伴う認定手数料の徴収と公認指導者手帳等の交付 
公認指導者及び公認審判員の認定に当っては、本会の資格証、指導者手帳等を交付する。資格追加者 
５００円を徴収する。 

9．公認指導者手帳の記帳指導 

公認指導者に対しては公式研修事業への参加記録や指導、各種大会の審判等に従事した記録の記載

を指導すると共に確認押印の徹底を加盟協会等に依頼する。 

10．指導者講習会講師養成 

初級公認指導員、上級講習指導員養成講習会の指導者を上級講習指導員の中から養成していく。 
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・日本選手権大会その他の競技大会の開催

・競技力向上事業の実施及び調査研究

・審判員の資格認定

・国際競技大会等の開催並びに国際競技大会への代表参加者の選定及び派遣

①競技委員会の開催
・ 第１回委員会 

日 時：平成２８年 ９月１０日（土）～１１日（日） 
場 所：北海道札幌市 北海道立総合体育センター研修室 

・ 第２回委員会 
日 時：平成２８年１０月２２日（土）[東京都] 
場 所：東京都 八重洲プラザ 

・ 第３回委員会
  日 時：平成２９年４月１５日（土）[東京都]

・   場 所：東京都 八重洲プラザ 

②審判員検定講習会及び研修会 

・Ａ級研修会 

開催日程：平成２８年 ９月１０日（土）～１１日（日） 

開催場所：北海道札幌市 北海道立総合体育センター研修室 

・Ａ級派遣研修 

開催日程：平成２８年１２月１４日（水）～１８日（日） 

開催場所：長野県軽井沢町 軽井沢アイスパーク（軽井沢国際大会） 

・Ａ級検定講習会（隔年実施～平成 29 年北海道開催）

・Ｂ級検定講習会

開催日程：平成２８年１１月２６日（土）～２７日（日） 

開催場所：青森県青森市 みちぎんドリームスタジアム（25th 日本ｊｒ選手権） 

・Ｃ級検定講習会

開催日程及び場所 各都道府県協会にて決定のうえ実施

③各種大会の開催日程及び開催場所

○第１２回日本車椅子カーリング選手権大会 

開催期間：平成２８年５月２０日（金）～２２日（日）

開催場所：青森県青森市：みちぎんドリームスタジアム

参加チーム：６チーム 北海道３、本州３

○２０１６パシフィックアジアカーリング選手権大会日本代表決定戦

強化委員会の提案により２０１６年は非開催。２０１７年は条件によって開催の有無を決定。

○２０１６ユニバーシアード日本代表決定戦（強化委員会主催大会）

開催時期：平成２８年９月７日（水）～１１日（日）

開催場所：北海道北見市：アドヴィックス常呂カーリングホール

参加チーム：H27 全国大学選手権上位 3 チーム＋各ブロック 1 チーム 計 8 チーム

※辞退があった場合の補充は行わない。

○第７回全日本大学カーリング選手権大会

開催期間：平成２８年１２月２日（金）～４日（日）

開催場所：長野県軽井沢町：軽井沢アイスパーク

○第２５回日本ジュニアカーリング選手権大会

開催期間：平成２８年１１月２２日（火）～２７日（日）

開催場所：青森県青森市：みちぎんドリームスタジアム

参加チーム：男女各８チーム 出場枠：北海道：３ 東北：１ 関東中部：２ 西日本：１ 開催地推薦：１ 
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※出場辞退を辞退する場合は、平成２７年９月１５日までに「出場辞退届」を日本カーリング協会長宛に提出

すること。

※出場辞退があった場合の他ブロックへの割当は、次の順番とする。東北⇒北海道⇒関東中部

※初日は公式練習及びチームミーティング等の実施

○第３４回日本カーリング選手権大会（男女） 

開催期間：平成２９年 １月２９日（日）～ ２月 ５日（日）

開催場所：長野県軽井沢町：軽井沢アイスパーク(首都圏開催)

参加チーム：男女各９チーム 

前年度優勝１・前年度準優勝１・北海道３・東北１・関東１・中部１・西日本１・開催地０ 

○第１２回全国高等学校カーリング選手権大会 

開催期間：平成２９年 ２月 ９日（木）～１２日（日）

開催場所：青森県青森市：みちぎんドリームスタジアム

参加チーム：男女各５チーム 北海道：１ 東北：１ 関東中部：１ 西日本：１ 開催地：１

○第１４回日本シニアカーリング選手権大会 

開催期間：平成２９年 ２月１６日（木）～１９日（日）

開催場所：北海道：（名寄若しくは妹背牛）

参加チーム： 

男子：北海道４、東北２、関東中部２、西日本１、開催地１ 計１０チーム(２ブロック) 

女子：北海道２、東北１、関東中部１、西日本１、開催地１ 計６チーム（総当たり） 

※１１月末日までに各ブロックからの出場意向を聴取決定。

欠場枠＝前年度の対象年齢登録者数によって割振りを行う（北海道は優先順位１位）。

①世界選手権への出場権を優勝チームに優先的に与えることとするが、優勝チーム単独で参加できない場合

は、２位、３位チームまでその権利を与える、或いは１位、２位、３位の選手による混成チームでの参加も

可とする。

②日本協会として派遣費用の一部助成

○第１０回日本ミックスダブルスカーリング選手権大会 

開催期間：平成２９年 ３月１日（水）～ ３月 ５日（日）

開催場所：北海道北見市：アドヴィックス常呂カーリングホール

参加チーム：１６チーム

※強化委員会より強化委員会枠の要請があり 2 案を用意。

1 案～北海道：４ 東北：３ 関東：３ 中部：３ 西日本：３

2 案～前年度優勝１ 前年度準優勝１ 強化委員会枠３

北海道：３ 東北：２ 関東：２ 中部：２ 西日本：２ ※開催地推薦は、ブロック出場枠に含める。

○その他の大会

○２０１６軽井沢国際カーリング競技大会 

開催期間：平成２８年１２月１４日（水）～１８日（日）

開催場所：長野県軽井沢町：軽井沢アイスパーク

○２０１７冬季アジア札幌大会～カーリング競技

開催期間：平成２９年２月１９日（日）～２６日（日）

開催場所：北海道札幌市：どうぎんカーリングスタジアム

※男女各 5 チームで内定（日本・中国・韓国・モンゴル・カザフスタン）

○平成２９年度事業

○第１３回日本車椅子カーリング選手権大会  

開催期間：平成２９年  月  日（金）～ （JWCA にて最終決定） 

  開催場所：     ：

参加チーム：６チーム 北海道３、本州３ 
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1. 強化事業の目標，課題

強化事業における最大の目標は，カーリング日本代表チームがオリンピック冬季競技大会，世界カーリン

グ選手権大会において金メダルを獲得することである．昨年度，平昌オリンピックでの目標を 1) 男・女 金

メダル獲得，2) 三種目出場，と設定した．この目標を踏まえて，今年度の目標を，

1) 2017 年世界女子カーリング選手権大会 3 位以内，

2) 2017 年世界男子カーリング選手権大会 3 位以内，

3) 2017 年世界ミックスダブルスカーリング選手権大会 7 位以内，

4) 2017 年世界ジュニアカーリング選手権大会男女出場， とする．

これまでは国内有力チーム同士の競争により，その競技力向上には一定の成果を上げてきた．国際競技力向

上を図り，平昌オリンピックでの目標を達成するには，強化選手を国際ツアー大会を含む海外強化合宿に派

遣する必要がある．海外での長期滞在，国際競技会への参戦を可能にする環境を整備することが課題である． 

2. 平成 28 年度強化事業

上記の目標に向けた強化事業を実施する．

1) 強化チーム・選手の指定

2) 国内強化合宿の実施

3) 国内合同研修合宿の実施

4) 国内合同強化合宿の実施

5) 国内ジュニア合同強化合宿（海外チーム招待）の実施

6) 2016 冬季ユニバーシアード日本代表選考・強化合宿の実施

7) 海外強化合宿の実施（秋：カナダ，冬：ヨーロッパ）

8) 国際大会への日本代表チームの派遣，強化・サポートスタッフの派遣

9) 各国際大会日本代表選手選考

3. 平成 28 年度強化事業予算

1) 強化委員会開催年 9 回 支出予算 100 万円（財源 会費等）

2) 強化事業（別紙，スポーツ振興センター助成事業）

第２号議案 平成２８年度 事業計画      強化委員会 
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１.委員会の開催

・第１回医科学委員会(集合会議)

・第 2 回以降の医科学委員会(ウェブ会議)適宜

２.ドーピング検査事業

・toto 費用申請

・JADA と連携し検査立案

・大会開催県協会と連携し、試合日程を確認、ドーピングコントロールステーションの設置、シャペロン

の確保。検査、大会運営がどちらも問題なく進行するための調整

・検査立会い

３.アンチ・ドーピング啓発事業

① 研修会について（JADA 講師派遣希望は以下の通り→優先順位高い順）

・JCA 男女強化指定選手研修合宿

・全日本大学カーリング選手権大会（ユニバーシアード日本代表選手）

・全国高等学校カーリング選手権大会出場選手

JADA 講師派遣が困難な時は JCA 医科学委員が講師となる予定

② 横断幕使用(JADA から借用)

・日本カーリング選手権大会

・日本ジュニアカーリング選手権大会

・日本ミックスダブルスカーリング選手権大会

・全国高等学校カーリング選手権大会

・全日本大学カーリング選手権大会

③ 選手権大会前の内服薬調査( アンチ・ドーピング同意書作成、内服薬調査方法の情報提供等を行い、調査

方法を変更する可能性あり）、TUE 指導

④ 選手権大会でプログラムに「アンチ・ドーピングのすすめ」の掲載

４. 医科学情報提供

５. 医科学に関連する各講習会へ参加と情報提供

・加盟団体連絡会議兼ドーピング防止研修会への参加(2 回/年)

・加盟団体スポーツドクター代表者会議

・日体協スポーツドクター代表者会議

・アスレティックトレーナー連絡会議

・JADA ヒアリング

・アンチ・ドーピング教育活動の講師養成講習会

・アンチ・ドーピング定期研修会

６. トレーニング情報の提供

７. 委員会内での情報共有のため医科学情報発行

8．その他 

・冬季アジア札幌大会医事医員としての準備、大会期間中の医務室の運営

・選手権大会中の医療情報提供
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